
住     宅

433,670

416,211

11,204

790

5,465

109

9

19

8,691

648

746

37

12

34

29

52

15

62

31

13

10

45

航    空 　 機

そ  　の  　他 799 4,666

種
 
 
 
別

建　　 　 　物 349,467

車 　 　　　両 6,796 △ 6,006

船　　 　　 舶

66,744

林　　  　　野 1,291 9,913

 り　災　人　員 (人) 94 15

損   害   額（千円） 358,353 75,317

△ 7

4

小　　　　　損 22 11

4

33

り　　災　　世　　帯 40 12

程
　
度

全　　　　　損 14 1

半　　　　　損

林野焼損面積　（ａ） 216 530

 死　　　　　者（人） 4 5

 負　　傷　　者（人） 26

建物焼損床面積（㎡） 4,257 4,434

建物焼損表面積（㎡） 354 294

34

ぼ　　 　 　や 10 19

程
　
度

全 　　 　　焼 31 6

半　　  　　焼 6 6

部    分    焼

そ  　の  　他 29 16

焼　損　棟　数（棟） 81 31112

船　　 　　 舶

航  　空 　 機

35 △ 4

車 　 　　　両 12 △ 2

火
 
災
 
種
 
別

建　　 　 　物 60 2

林　　　　　野 7 6

広域圏内の火災概況

（２０１９年１月１日～１２月３１日）

１ 概　況

◇　第１表　火災発生状況　◇

　火災の発生状況は、総出火件数が１３０件で、前年に比べ２２件の増加となってい
る。
　火災種別でみると、建物火災６２件(前年比２件増)、林野火災１３件(同６件増)、車
両火災１０件(同２件減)、その他の火災４５件(同１６件増)である。
　建物の焼損面積(床面積及び表面積)は、前年に比べ４，７２８㎡増加し、林野の焼損
面積は、前年に比べ５３０ａ増加している。
　死者は９人で、前年に比べ５人増加、負傷者は１９人で、前年に比べ７人減少してい
る。
  また、損害額は４億３，３６７万円で、前年に比べ７，５３１万７千円増加してい
る。

総  出  火  件  数 108 22

△印は減少

130

区               分 ２０１９年（Ａ） ２０１８年（Ｂ） 増　減　(Ａ)-(Ｂ)

－　１　－



　

 

　３　損害額

　

433,670 115

416,211 66

11,204 4

790 13

1

0

5,465 31

　２　出火件数と出火率

１件あたりの損害額（千円）

6,713

862

２０１９年 ２０１８年

注１　人口は４月１日現在の住民基本台帳による。

注２　出火率とは人口１万人あたりの出火件数をいう。

320,516

◇　第２表　出火率、出火件数、人口及び世帯数　◇

出火率（件／万人） 3.334.06

出火件数  (件)

 人　　口  (人）

区　　　分

　

108

323,941

130

3,336

船　 舶　 火　 災

航 空 機  火 　災

区　　　　分

◇　第３表　火災種別損害額　◇

損　 害 　額　（千円）

建　 物 　火 　災

全　 　火　 　災

79

　  出火件数は２２件の増加となっており、出火率は４．０６（件／万人）で前年に比べ
　０．７３（件／万人）の増加となっている。

　  多い順に建物火災によるものが全体の９５．９％（前年９７．５％）を占め、次いで林野
　火災が２．６％（前年０．４％）、その他の火災が１．３％（前年０．２％）、車両火災が
　０．２％（前年０．３％）となっている。

121そ の 他 の 火 災

林 　野　 火　 災

車　 両　 火　 災

－　２　－



増　減
(Ａ)-(Ｂ)

割合(％)※ 件　数 割合(％)※ 件　数

100% 108 100% 22

16 12.3% 17 15.7% △ 1

16 12.3% 7 6.5% 9

7 5.4% 11 10.2% △ 4

7 5.4% 9 8.3% △ 2

7 5.4% 6 5.6% 1

6 6 4.6% 4 3.7% 2

7 5 3.8% 1 0.9% 4

8 4 3.1% 8 7.4% △ 4

3 2.3% 1 0.9% 2

3 2.3% 2 1.9% 1

3 2.3% 2 1.9% 1

3 2.3% 3

3 2.3% 3

2 1.5% 2 1.9%

2 1.5% 2 1.9%

1 0.8% 3 2.8% △ 2

1 0.8% 1

1 0.8% 1

1 0.8% 1

1 0.9% △ 1

4 3.7% △ 4

1 0.9% △ 1

26 20.0% 23 21.3% 3

13 10.0% 4 3.7% 9

9

14

溶接機・切断機

電灯・電話等の配線

電気機器

         ※割合（％）は、四捨五入の関係で必ずしも表中の合計が100％となっていない。

たき火

配線器具

放火

灯火

その他

不明

火あそび

ストーブ

取灰

焼却炉

放火の疑い

衝突の火花

風呂かまど

マッチ・ライター

こんろ

電気装置

火入れ

２０１８年
（Ｂ）

3

煙突・煙道

たばこ

130

こたつ

排気管

16

1

４　出火原因

◇　第４表　出火原因　◇

順位

年　別
２０１９年
（Ａ）

　 出火原因の第１位は、「たき火」と「放火」で各１６件、続いて「ストーブ」、「たばこ」
 と「火入れ」が各７件となっている。この上位の項目で全出火件数の４０．８％を占めてい
 る。

件　数

△印は減少

　　　　　　　　合　計
　原因別

－　３　－



21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年
過去10
年平均
（Ａ）

2019年
2019年と
(A)との差

134 105 124 115 160 146 156 135 86 108 126.9 130 3.1

5 5 2 6 6 7 7 7 4 4 5.3 9 3.7

2 5 2 6 6 4 6 5 2 3 4.1 6 1.9

3 3 1 2 2 1 1.2 3 1.8

27 34 36 23 22 19 31 35 23 26 27.6 19 △ 8.6

3 1 2  0.6 △ 0.6

1 1 1  0.3 1 0.7

21 25 27 16 20 17 27 28 18 21 22 13 △ 9.0

1 2 1 1  1 0.6 1 0.4

5 9 4 6 1 1 3 3 5 4 4.1 3 △ 1.1

※死者の放火及び負傷者のその他欄には、放火による自殺、巻添え、心中及び殺人も含む。

※応急消火義務者とは、火災の現場にいる者で、次に該当する者をいう。

（１）火災を発生させた者

（２）火災の発生に直接関係がある者

（３）火災が発生した建物等の居住者又は勤務者

５　死傷者

その他

◇　第５表　火災による死傷者数の推移　◇

△印は減少

放　火

負傷者数

応急消火義務者

消防協力者

死　者　数

放火以外

区　　分

消防吏員

消防団員

出火件数

火災による死者は９人で、前年と比べ５人の増加となっている。
また、負傷者は１９人で、前年と比べ７人の減少となっている。

－　４　－



　　

130 62 13 10 45 112 52 109 9 19 9,339 746 433,670

108 60 7 12 29 81 40 94 4 26 4,611 216 358,353

8 4 1 1 2 13 4 8 4 882 3 26,715

11 6 1 4 7 4 7 2 321 4 10,971

11 10 1 15 11 27 4 3 1,132 13,246

11 9 2 12 6 14 1 794 7,738

11 5 2 4 8 7 12 1 3 262 60 4,160

12 5 2 5 7 2 3 1 569 7 32,755

37 6 7 3 21 14 9 21 2 2 641 598 40,462

18 7 3 1 7 11 4 4 1 262 95 2,718

13 6 2 1 4 15 3 8 2 733 66 9,037

11 6 1 4 8 2 2 1 1 406 110 7,954

9 3 1 1 4 4 1 491 19 12,499

8 2 1 5 4 2 6 2 156 1,989

5 4 1 4 1 3 1 112 2,418

4 2 1 1 2 1 2 4 1,561

6 5 1 11 4 5 1,572 74,101

3 3 12

8 4 1 3 7 2 4 302 7,901

4 2 2 3 3 11 1 1 389 34,067

10 7 3 11 6 12 1 2 591 16,063

4 3 1 3 1 2 2 275 218,350

7 6 1 6 3 5 1 1 2,469 225,178

9 6 1 2 10 6 15 6 863 15,493

5 2 1 2 4 2 4 152 1,890

13 12 1 14 9 28 11 572 24,745

　４月の３７件が最多で、次いで５月の１３件、２月と３月の各１１件と続いている。
　また、 四季別の発生件数は、 春季（３～５月）の６１件が最も多く、次いで秋季
　（９～１１月）の２５件、冬季（１２～２月）の２４件、夏季（６～８月）の２０件
となっている。
　損害額は、１１月の２億２，２１７万８千円が最高額となっており、次いで８月の
７，４０９万９千円、４月の４，０４６万２千円の順となっている。

６　月別火災発生状況

合計

上段：2019年

９月

林

野

負

傷

者

建

物

４月

２月

１０月

１１月

区分

月別

１２月

５月

６月

７月

８月

◇　第６表　月別火災発生状況　◇

焼 損 面 積

建
物
(㎡)

林
野
(a)

り

災

世

帯

船

舶

航

空

機

そ

の

他

下段：2018年

損　害　額
(千円）

焼

損

棟

数

車

両

り

災

人

員

死

者

出 火 件 数

合

計

１月

３月

－　５　－



130 62 13 10 45 112 52 109 9 19 9,339 746 433,670

108 60 7 12 29 81 40 94 4 26 4,611 216 358,353

63 35 2 7 19 59 34 77 9 9 6,136 116 378,465

57 33 3 10 11 40 25 59 2 13 1,328 116 279,273

67 27 11 3 26 53 18 32 10 3,203 630 55,205

51 27 4 2 18 41 15 35 2 13 3,283 100 79,080

3 1 2 2 3 144 500

4 1 3 2 167 295

12 4 2 1 5 8 4 9 2 335 132 4,412

13 7 1 5 14 4 7 1 1,086 5 25,461

2 1 1 1 69 1,352

4 3 1 4 4 7 2 707 88 12,464

17 11 1 5 24 10 16 3 1,680 320 27,399

11 7 1 3 11 5 9 1 5 817 5 28,663

15 3 4 1 7 4 1 318 23 10,731

6 3 1 1 1 3 1 7 371 2 9,889

5 3 2 10 1 3 1 551 105 9,251

2 2 3 1 23 71

13 4 2 1 6 4 3 4 106 50 1,560

11 4 1 6 4 1 5 5 112 2,237

７　市町村別火災発生状況

町村計

三戸町

五戸町

田子町

南部町

階上町

新郷村

おいらせ町

　 区分

市町村

合計

建

物

林

野

車

両

船

舶

り

災

世

帯

出 火 件 数
焼

損

棟

数

建　物
(㎡）

林  野
（a)

そ

の

他

り

災

人

員

死

者

　  前年と比較すると、八戸市が６件、階上町が９件、南部町が６件、新郷村が３件、おいらせ
　町が２件増加している。三戸町と五戸町は１件減少している。
　  損害額では、八戸市の３億７，８４６万５千円が全損害額の８７．３％を占め、次いで南部
　町の ２，７３９万９千円、階上町の１，０７３万１千円と続いている。

八戸市

◇　第７表　市町村別火災発生状況　◇

上段：2019年 下段：2018年

損　害　額
(千円）

合

計

航

空

機

負

傷

者

焼 損 面 積

－　６　－



2019年
（Ａ）

2018年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

2019年
（Ａ）

2018年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

2019年
（Ａ）

2018年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

63 57 6 67 51 16 130 108 22

35 33 2 27 27 62 60 2

住　宅 19 22 △ 3 12 13 △ 1 31 35 △ 4

2 3 △ 1 11 4 7 13 7 6

7 10 △ 3 3 2 1 10 12 △ 2

19 11 8 26 18 8 45 29 16

59 40 19 53 41 12 112 81 31

34 25 9 18 15 3 52 40 12

77 59 18 32 35 △ 3 109 94 15

9 2 7 2 △ 2 9 4 5

9 13 △ 4 10 13 △ 3 19 26 △ 7

6,136 1,328 4,808 3,203 3,283 △ 80 9,339 4,611 4,728

116 116 630 100 530 746 216 530

378,465 279,273 99,192 55,205 79,080 △ 23,875 433,670 358,353 75,317

2019年
（Ａ）

2018年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

2019年
（Ａ）

2018年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

2019年
（Ａ）

2018年
（Ｂ）

増　減
(Ａ)－(Ｂ)

9 2 7 2 △ 2 9 4 5

6 2 4 1 △ 1 6 3 3

3 3 1 △ 1 3 1 2

9 13 △ 5 10 13 △ 3 19 26 △ 7

1 1 1 1

4 11 △ 7 9 10 △ 1 13 21 △ 8

1 1 1 1

3 1 2 3 △ 3 3 4 △ 1そ　の　他

町　　村

△印は減少

放火以外

放　　火

消防吏員

消防団員

八　戸　市

消防協力者

航空機火災

負　傷　者

死　　者

区　　分

負　傷　者

損害額（千円）

応急消火義務者

資料　：　八戸市と他町村の比較

１　火災発生状況

区　　分

林野焼損面積（ａ）

建物焼損面積（㎡）

火
　
災
　
種
　
別

船舶火災

建物火災

その他の火災

八　戸　市

焼損棟数　（棟）

り　災　世　帯

り　災　人　員

死　　者

総出火件数

町　　　村

２　火災による死傷者  

林野火災

車両火災

広　　域

広　　域

△印は減少

―　  7   ―



2019年 2018年 2019年 2018年 2019年 2018年

1 放火 9 3 1 たき火 8 8 たき火 16 17

2 たき火 8 9 2 放火 7 4 放火 16 7

たばこ 5 7 放火の疑い 5 1 ストーブ 7 11

ストーブ 5 2 火入れ 5 6 たばこ 7 9

こんろ 3 8 配線器具 3 2 火入れ 7 6

配線器具 3 2 焼却炉 3 6 配線器具 6 4

電灯・電話等の配線 3 1 ストーブ 2 9 7 放火の疑い 5 1

マッチ・ライター 2 2 たばこ 2 2 8 こんろ 4 8

電気機器 2 2 電気装置 1 1 電灯・電話等の配線 3 2

火入れ 2 灯火 1 電気機器 3 2

電気装置 2 取灰 1 排気管 3

排気管 2 こたつ 1 焼却炉 3

溶接機・切断機 1 2 排気管 1 電気装置 3 1

取灰 1 1 こんろ 1 マッチ・ライター 2 2

火あそび 1 電気機器 1 取灰 2 2

煙突・煙道 2 煙突・煙道 2 煙突・煙道 1 4

衝突の火花 1 取灰 1 溶接機・切断機 1 3

電灯・電話等の配線 1 こたつ 1

風呂・かまど 1 灯火 1

溶接機・切断機 1 風呂・かまど 1

衝突の火花 1

その他 8 12 その他 18 11 その他 26 23

不明 6 3 不明 7 1 不明 13 4

３　火災の出火原因

年　　　　別
件　　数 件　　数

八　戸　市

63 57 108

広　　　　域

　　　　  合　計
原 因 別

順位

件　　数

130

年　別

5

7

3

1

3

51
　　　　　合　計
原 因 別

順位

3

5

町　　　村

年　　　　別

9

14

順位
　　　　　合　計
原 因 別

8

67
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